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音楽教育経験の有無と指導形態が性格特性と自尊心に与える影響 1
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This study examined the effects of music education experience and lesson format (individual, group, or combined) 
on university students’ personality traits (Big Five) and self-esteem. Although previous research has linked music 
education with psychological and social benefits, evidence focusing on adolescents and adults remains limited, 
particularly regarding lesson format. A survey of Aoyama Gakuin University students assessed personality traits, 
self-esteem, and family affluence. Music education experience was defined as continuous instrumental or choral 
instruction outside formal schooling for at least two years. Results showed no significant differences in personality 
traits or self-esteem by music education experience or lesson format. However, regression analyses revealed that 
family affluence significantly predicted extraversion, and the duration of music education experience significantly 
predicted agreeableness. These findings suggest that the psychological effects of music education may not be 
uniform across traits, but instead emerge through interactions with socioeconomic background and the amount of 
sustained engagement.
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問題

音楽教育経験と心理・学業との関連に関する海外

における先行研究

音楽教育に関するこれまでの研究では，音楽教

育経験と心理的・社会的・認知的側面との関連が

多面的に報告されている。海外の研究においては，

音楽教育経験が心理的ウェルビーイングや学業成

果と関連することが示されており（Sun,	2022），
幼児期や児童期を対象とした研究では，自尊心の

維持・向上や，芸術活動の頻度や質が心理的発達

と関連することが報告されている（Rickard	et	al.,	
2012）。また，音楽療法の文脈においても，音楽

活動とストレス低減や自尊心との関連が報告され

ている（Sharma	&	Jagdev,	2012）。さらに，音楽教

育経験は，実行機能や言語性 IQと関連し，それ

らを介して学業成績と結びつく可能性が指摘され

ている（Jaschke	et	al.,	2018）。加えて，音楽活動

を経験した子どもが助け合いや協力といった社会

的行動を多く示すことが観察されており，音楽活

動と社会的スキルとの関連が示唆されている

1　本論文は，青山学院大学教育人間科学部心理学科における 3 年次配当授業である「特別研究演習 I」および「特別

研究演習 II」において，筆頭著者が 2024 年度に実施した研究をまとめたものである。
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（Kirschner	&	Tomasello,	2010）。これらの知見は，

音楽教育が学習者の心理的・社会的側面，認知的

特性と関連しうる経験であることを示している。

日本国内における音楽教育研究　

日本国内においても，音楽教育が心理的・社会

的側面と関連する可能性が示されている。例えば，

音楽大学生を対象とした研究では，音楽経験を通

して育まれる心理・社会的スキルと社会人基礎力

との関連を検討し，両者の間に有意な関連が認め

られることを報告している（大場・森田，2019）。

この研究では，音楽大学生を対象として，演奏パ

フォーマンスに関わる心理的要因に加え，困難な

状況からの回復や適応を表すレジリエンス，長期

的な目標に対して粘り強く取り組む特性であるグ

リットといった，音楽経験を通して育まれる心理・

社会的スキルが，主体的に行動する力や他者と協

働する力といった社会人基礎力を支える基盤的要

因として機能する可能性が示されている。社会人

基礎力とは，職場や地域社会で多様な人々と協働

しながら仕事を進めるために必要な基礎的な力で

あり，「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チーム

で働く力」の 3 つの能力から構成される（大場・

森田，2019）。

さらに，幼児の即興演奏が感情の伝達手段とな

りうること（山崎，2006）や，音楽教育が自己表

現を促す表出的機能と，他者との共同活動を通じ

て共感や帰属感を喚起する連帯的機能を有するこ

とが指摘されている（藤田，2015）。また，音楽

学習における自己調整学習やメタ認知的学習方略

の重要性が指摘されており，特に集団的音楽学習

においては，学習者同士の相互作用を通じて，自

己調整・共調整・社会的共有調整が相互に機能す

る可能性が示されている（菅，2022）。ここでい

う自己調整とは，学習者が自らの学習過程を主体

的に調整することを指し，共調整とは，他者との

相互作用を通して学習を支援・調整し合う過程を

指す。また，社会的共有調整とは，集団全体が共

通の目標に向けて学習プロセスを協働的に調整し

ていく過程を指す。これらの知見は，音楽教育が

学習者の心理的・認知的側面と関連しうる学習環

境であることを示唆するものであり，これらの音

楽学習経験を重ねていくことが，心理的特性の発

達と結びつく可能性がある。

どんな心理特性が音楽教育と関連があると考えら

れるか

音楽教育と心理特性との関連については，音楽

家と非音楽家を比較した研究から一定の示唆が得

られている。音楽家と非音楽家の Big	Five性格特

性を比較した研究では，年齢および性別を統制し

た分析の結果，音楽家は非音楽家に比べて開放性

が有意に高く，勤勉性が有意に低いことが報告さ

れている。一方で，外向性，協調性，神経症傾向

については，両群間に有意な差は認められていな

い。これらの結果については，音楽の演奏や創作

が開放性に含まれる諸側面を強く要求する活動で

ある点が指摘されており，音楽に継続的に関わる

経験と開放性との関連が示唆されている

（Gjermunds	et	al.,	2020）。ただし，この研究は音

楽教育の効果を因果的に検討したものではなく，

音楽教育経験が特定の性格特性を直接的に形成す

ることを示すものではない。対象者は専門的に音

楽活動に従事する音楽家であり，習い事として音

楽教育を経験した一般的な学習者においても同様

の傾向が認められるかについては，十分に検討さ

れていない。また，日本において音楽教育経験と

Big	Five性格特性との関連を体系的に検討した研

究は限られており，海外の知見が日本の音楽教育

文脈においても当てはまるかについては慎重な検

討が必要である。加えて，日本と海外では，音楽

教育の制度的位置づけや指導文化に違いがあり，

音楽教育経験の意味合いも異なることが考えられ

る。

発達段階を踏まえた音楽教育経験と心理特性

音楽教育経験の心理的影響を検討する際には，

発達段階を踏まえた視点が不可欠である。性格特

性は比較的安定した個人差であるとされているも

のの（小塩・阿部，2012），完全に不変な特性で

はなく，発達過程における社会的・教育的経験と

関連しうる側面を併せ持つことが指摘されてい

る。すなわち，性格特性は一定の安定性を有しな

がらも，発達段階における経験の蓄積によって形
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成・修正される側面を持つと考えられる。

これまでの音楽教育における研究の多くは幼児

期や児童期を対象としており，大学生を含む青年

期の音楽教育経験を扱った研究は限られている。

そのため，発達段階が進んだ時期において，過去

の音楽教育経験が性格特性や自尊心とどのように

関連するのかについては，十分に明らかにされて

いない。特に，先行研究の多くが幼児期や学齢期

の学習者を対象としているのに対し，音楽教育の

効果が青年期においてどのように心理的特性とし

て表れるのかを検討した研究は限られている。先

行研究では，子ども期の習い事経験が青年期にお

ける有能感や自己決定感と関連することが報告さ

れており（梅崎，2017），教育経験がその後の心

理的特性と結びつく可能性が示唆されている。

幼少期や学齢期に受けることが多い音楽教育の

影響が，一時的なものにとどまらず，発達段階を

経た青年期においても，自尊心や性格特性といっ

た比較的安定した心理的特性とどのように関連し

ているのかを検討する点が本研究の意義である。

自尊心や性格特性は，学業や職業的適応，対人関

係，心理的ウェルビーイングなど，青年期以降の

生活全般に長期的な影響を及ぼすことが指摘され

て お り（Rosenberg,	1965；Orth	&	Robins,	2014；
OECD,	2015），音楽教育の影響をこのような安定

的特性との関連から捉えることは，音楽教育の発

達的意義や社会的価値を再評価する上で重要であ

る。

音楽教育の形態における経験と影響

また，音楽教育の経験と言っても，その内容や

形式には大きな差異が存在する。特に，個人レッ

スンと集団レッスンでは，育まれる対人経験や自

己認識の過程が異なる可能性があり，それぞれが

異なる心理的効果を持つと考えられる。個人レッ

スンとは，指導者または指導者陣に対し 1 人で

レッスンを受講した経験を指し，集団レッスンと

は，指導者または指導者陣に対し 2人以上でレッ

スンを受講した経験を指す。こうしたレッスン形

態の違いが性格特性や自尊心にどのような影響を

及ぼすかについては，十分に検討されているとは

言い難い。

自己決定理論（Deci	&	Ryan,	2000）によれば，

人は「自律性」「有能感」「関係性」という三つの

基本的欲求を持ち，これらが満たされる環境では

内発的動機づけが高まり，学習行動が持続しやす

くなるとされる。自律性（autonomy）とは，自ら

の意思で行動を選択し，主体的に関与していると

感じることである。外的な強制ではなく，自己の

価値観や興味に基づいて行動できるとき，学習へ

の内発的な意欲が高まる。有能感（competence）
とは，課題に取り組む中で自分の能力を効果的に

発揮し，成長や達成を実感する感覚を指す。達成

可能な課題設定や適切なフィードバックは，有能

感を強化する要因となる。関係性（relatedness）
とは，他者とつながり，受け入れられていると感

じることによって生まれる安心感や信頼感であ

る。学習者が支援的な人間関係の中で活動するこ

とは，学習意欲の持続に寄与する。これらの三欲

求が満たされる教育環境では，学習者はより自発

的かつ継続的に学習に取り組む傾向があるとされ

る。

したがって，個人レッスンでは自律性や有能感，

集団レッスンでは関係性や有能感がそれぞれ満た

されやすく，両者を併用する形態では三つの基本

的欲求が同時に充足される可能性がある。このよ

うに，指導形態は学習者の心理的発達における経

験の質を規定する要因の一つと考えられ，理論的

にもその効果を検討する意義がある。特に，音楽

教育経験を一様なものとして扱うのではなく，指

導形態（個人・集団・併用）の違いに着目するこ

とで，音楽教育の影響を経験の質から捉える点に，

本研究の独自性がある。

目的

本研究の目的は，音楽教育経験の有無および

レッスン形態（個人・集団・併用）が，大学生の

性格特性（Big	Five）および自尊心に及ぼす影響

を検討することである。従来の研究では，小中学

生を対象とした音楽教育の心理的効果に注目が集

まっていたが，大学生を対象とした実証的検討は

限定的である。特に，性格特性と音楽教育の関係

については一定の示唆が得られているものの，

レッスン形態（個人レッスン・集団レッスン）に
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よる心理的影響の違いについての知見は不十分で

ある。こうした背景を踏まえ，本研究では大学生

を対象として，音楽教育経験の有無およびその

レッスン形態が性格特性および自尊心に与える影

響を検討する。

仮説

音楽教育を受けた人は，受けていない人に比べ

て，外向性，協調性，勤勉性，神経症傾向，開放

性が高いと予測される。先行研究では，音楽家と

非音楽家を比較した場合，開放性にのみ一貫した

差が認められ，他の性格特性については有意な差

が報告されていないことが指摘されている

（Gjermunds	et	al.,	2020）。しかし，これらの研究は，

専門的に音楽活動に従事する音楽家のみを対象と

しており，音楽教育を習い事として経験した一般

的な学習者を対象としたものではない。音楽教育

の現場では，合奏や合唱などの共同演奏，発表会

の準備や練習計画，学習者相互でのフィードバッ

クといった協働的活動が多く含まれており，これ

らの経験は外向性や協調性と関連すると考えられ

る。実際に，協働的な学習経験は，社会的スキル

や情動調整力の発達を支える教育的環境として有

効であることが指摘されている（OECD,	2015;	
Masten	&	Coatsworth,	1998）。また，継続的な練習

や目標に向けた準備の過程は，計画性や努力の持

続といった勤勉性と関連する可能性がある。さら

に，音楽活動がストレス低減と関連することが示

されていることから（Sharma	&	Jagdev,	2012），情

動調整の観点からは神経症傾向との関連も想定さ

れる。加えて，音楽の演奏や創作に継続的に関わ

る経験が，想像力や感受性といった開放性に含ま

れる側面と関連する可能性も指摘されている

（Gjermunds	et	al.,	2020）。
また，音楽教育を受けた人は，受けていない人

に比べて自尊心が高いと予測される。先行研究に

おいても，学校における音楽教育の実践が児童の

自尊心や社会的有能さの維持・向上に寄与するこ

とが報告されている（Rickard	et	al.,	2012）。さらに，

音楽療法の研究においても，音楽的活動が自尊心

の向上をもたらす効果が確認されている（Sharma	
&	Jagdev,	2012）。

方法

調査方法

2024 年 7 月にオンライン上で調査を実施した。

参加者

本研究では，青山学院大学で 2024 年度前期に

開講されていた心理学系の授業の受講者 77 名を

対象とした（男性 14 名，女性 63 名，Mage = 20.1 歳，

SDage =1.05）。

手続き

調査の参加募集を行う際に，口頭及び書面で，

調査の目的や回答方法について説明した。回答に

正解はないこと，参加は任意であり，答えたくな

い質問がある場合は途中で回答を中止してもよい

ことを説明した。また，回答内容は本調査の分析

目的のみに使用され，分析終了後には適切に破棄

されること，参加者のプライバシー保護と情報の

安全性について十分な配慮を行った。

調査項目

1.	音楽教育について

本研究では，音楽教育経験を「3 歳を超えてか

ら，2 年以上にわたり，学校教育以外の場（音楽

教室，部活動，地域活動など）で楽器または合唱

のレッスンを受けた経験」と定義した。その際，

学校での音楽の授業はこの定義に含めなかった。

日本においては義務教育課程に音楽科が必修とし

て設置されており，これを含めるとほぼすべての

参加者が音楽教育経験者となるためである。

調査では，まず音楽教育経験の定義を説明した

上で，「あなたは音楽教育を受けたことがありま

すか」という設問を提示し，「はい」「いいえ」の

二択で音楽教育経験の有無を尋ねた。「はい」と

回答した者に対しては，経験の具体的内容として，

（1）レッスン形態（個人・集団・併用），（2） 継
続期間（例：5 年 8 か月）を尋ねた。レッスン形

態は，指導者または指導者陣に対し 1人で受講し

た場合を「個人レッスン」，2 人以上で同時に受

講した場合を「集団レッスン」とし，両方の経験

がある場合は「併用形態」として分類した。また，

音楽以外の習い事の数を尋ねた。
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2.	性格特性（Ten	Item	Personality	Inventory	–	Japanese;	
TIPI-J;	小塩他，2012）

本研究では，性格特性を検討するために，日本

語版 Ten	Item	Personality	Inventoryの 10 項目を用

いた。TIPI-Jは，Big	Five性格特性モデルに基づ

く 10 項目から構成される簡潔な尺度である。

Gosling	et	al.（2003）は，各次元を 2 項目で測定

する Ten	Item	Personality	Inventory（TIPI）を開発し，

簡便に Big	Fiveパーソナリティを評価できる尺度

として提示した。TIPI-Jは，その日本語版に相当

する。Big	Fiveモデルは，外向性，協調性，勤勉性，

神経症傾向，開放性の 5 つの次元から構成され，

各項目は 7 段階（1:	「全く違うと思う」～ 7:	「強

くそう思う」）で評価される。

外向性は「活発で，外向的だと思う」と「控え

めで，おとなしいと思う（逆転項目）」の 2項目，

協調性は「他人に不満をもち，もめごとを起こし

やすいと思う（逆転項目）」と「人に気をつかう，

やさしい人間だと思う」の 2項目，勤勉性は「しっ

かりしていて，自分に厳しいと思う」と「だらし

なく，うっかりしていると思う（逆転項目）」の

2 項目，神経症傾向は「心配性で，うろたえやす

いと思う」と「冷静で，気分が安定していると思

う（逆転項目）」の 2 項目，開放性は「新しいこ

とが好きで，変わった考えをもつと思う」と「発

想力に欠けた，平凡な人間だと思う（逆転項目）」

の 2 項目で構成されている。それぞれの得点は，

逆転項目の処理をした後，対応する 2項目の平均

値を用いた。

本研究では，TIPI-Jの各下位尺度は 2項目で構成

されるため，内的一貫性の指標として	Cronbach	の 
α係数ではなく，2項目間の相関係数を算出した。

その結果，外向性は r	=	.568（ p	<	.001），協調性は 
r	=	.285（ p	=	.012），勤勉性は r	=	.638（ p	<	.001），
神経症傾向は r	=	.488（ p	<	.001），開放性は r =	.414（ p  
<	.001）であった。また，各下位尺度得点の分布特

性を確認するため，シャピロ・ウィルク検定による

正規性の検定を行った。その結果，多くの下位尺

度において正規性が棄却されたが（Ws	<	.	97，ps 
<	.05），ヒストグラム（付録 1）による分布の確

認およびサンプルサイズを考慮し，本研究ではパ

ラメトリック検定を用いて分析を行った。

3.	自尊心（ローゼンバーグ自尊心尺度 ;	Rosenberg	Self-
Esteem	Scale）
ローゼンバーグ自尊心尺度（Rosenberg,	1965）

は，10 項目から構成されており，本調査では内田・

上埜（2010）による日本語版を使用した。簡便で

信頼性および妥当性が高いことから，多くの研究

において広く使用されている。

項目は，「私は，自分自身にだいたい満足して

いる」，「時々，自分はまったくダメだと思うこと

がある」等であった。回答は，「1:	全く当てはま

らない」から「4:	非常に当てはまる」までの 4段

階で評価された。

本研究における本尺度の内的一貫性を確認する

ため，Cronbach	の α 係数を算出した。その結果，

高い信頼性が確認された（α	=	.904）。また，自

尊心の分布特性を確認するため，シャピロ・ウィ

ルク検定による正規性の検定を行った。その結果，

正規性は棄却されず（W	=	.98,	p	=	.33;	ヒストグラ

ムを付録 1 に示す），本研究ではパラメトリック

検定を用いて分析を行った。

4.	家庭の経済的豊かさ（Family	Affluence	Scale	III;	
HBSC	FAS	III）
本研究では，家庭の社会経済的豊かさを測定するた

めに，世界保健機関（World	Health	Organization:	WHO）
の協力研究によるHealth	Behaviour	in	School-aged	
Children（HBSC）プロジェクトによって開発さ

れ た	Family	Affluence	Scale	III（FAS	III;	Hobza	et	
al.,	2017）を用い，その日本語版を使用した。

HBSC研究は，WHOヨーロッパ地域事務局のも

とで実施されている国際比較調査であり，11・

13・15 歳の児童・生徒を対象に，家庭環境，学

校生活，友人関係，健康行動などの社会的・行動

的要因を包括的に把握することを目的としている

（World	Health	Organization,	n.d.）。FAS	III は， こ

の HBSC 調査の一部として開発され，児童・青

年が自己報告により家庭の物質的豊かさを簡便に

評価できる指標である。

FAS	IIIは，家庭の物質的豊かさを簡便に測定

する自己報告尺度であり，欧州を中心に多国間調

査で広く使用されている（Hobza	et	al.,	2017）。原

版は 6項目から構成され，家族が所有する車・寝



青山心理学研究　第25号

6

室数・コンピュータ台数・浴室の有無・平日の食

事回数・旅行経験をもとに得点化される。

原版の 6項目のうち，日本の生活実態に合わせ

て一部の表現と内容を修正した。具体的には，質

問 1「家族が所有している車やモーター付きの乗

り物の台数」におけるモーター付きの乗り物を「バ

イク」に限定し，自家用車と併せて国内で一般的

な交通手段をより正確に反映するよう修正した。

さらに，原版の質問 6「過去 12 か月間に海外旅

行に行った回数」に加え，質問 7として「国内旅

行に行った回数」を新たに追加した。これは，調

査対象が日本国内の大学生であり，新型コロナウ

イルス感染症拡大の影響により海外旅行の実施が

困難だった状況を考慮したためである。

各項目の採点は原版に準じ，「一度」や「一台」

を 1点とし，「2回（台）」を 2点，「3回（台）以

上」を 3点として得点化した。総得点は 0点から

21 点の範囲で算出され，得点が高いほど家庭の

物質的豊かさが高いことを示す。なお，本尺度は

欧州諸国での大規模調査において信頼性および妥

当性が確認されており（Hobza	et	al.,	2017），日本

国内の大学生を対象とした本研究においても，家

庭の経済的背景を相対的に把握する指標として有

効であると考えられる。

本研究において，本尺度の内的一貫性を確認す

るために	Cronbach	の α 係数を算出した。その結

果，信頼性係数は α	=	.327 と低い値を示した。こ

れは，家庭の裕福さという多面的な概念を，限ら

れた項目で測定しようとしている点が影響した可

能性がある。家庭の裕福さの分布特性を確認する

ため，シャピロ・ウィルク検定による正規性の検

定を行った。その結果，正規性は棄却され（W = 
.94,  p	=	.002），分布の偏りが示唆された（付録 1）。

分析の流れ

各グループ（音楽教育経験なし / あり）の性格

特性の 5次元と自尊心の平均値と標準偏差を計算

し，変数間の相関分析を行った。つづいて，t 検
定を用いて音楽教育経験の有無によって性格特性

と自尊心得点の平均値に差がみられるかを検定し

た。次に，分散分析を用いて音楽教育経験の形態

（なし，個人レッスンのみ，集団レッスンのみ，

個人レッスンと集団レッスンの両方）によって性

格特性と自尊心に差が見られるか検討した。さら

に，回帰分析を用いて他の要因（裕福さ，継続年

数）も含めた複合的な関連を分析した。

結果

記述統計量

年齢，性格特性，自尊心，家庭の裕福さ，音楽

教育を受けた期間（月），音楽以外の習い事数の

記述統計量は Table	1 のようになった。年齢，性

格特性，自尊心，家庭の裕福さ，音楽教育を受け

た期間（月），音楽以外の習い事数の分布を付録

1に示した。

Table	1　各変数の記述統計量

変数 M SD 最小値 最大値

年齢 20.08 1.05 18 23

外向性（1–7） 4.03 1.50 1.50 7.00

協調性（1–7） 5.23 1.20 1.50 7.00

勤勉性（1–7） 3.78 1.49 1.00 7.00

神経症傾向（1–7） 4.08 1.64 1.00 7.00

開放性（1–7） 4.21 1.42 1.00 7.00

自尊心（1–4） 2.64 0.59 1.50 3.90

裕福さ（0–21） 7.57 2.05 3 14

音楽教育期間（月） 65.43 61.01 0 192

音楽以外の習い事数 1.96 1.63 0 8
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性格特性，自尊心，裕福さ・音楽教育を受けた

期間（月）・音楽以外の習い事数の相関分析を行っ

た（Table	2）。その結果，勤勉性と協調性の間に

有意な正の相関が認められた。また，勤勉性と神

経症傾向の間には有意な負の相関が認められ，勤

勉性が高いほど神経症傾向が低い傾向が示され

た。自尊心については，協調性，勤勉性，開放性

との間に有意な正の相関が認められた。一方で，

神経症傾向との間には中程度の有意な負の相関が

認められ，神経症傾向が高いほど自尊心が低い傾

向が示された。裕福さについては，外向性との間

に有意な正の相関が認められた。音楽教育の期間

（月）と習い事数合計の間には，有意な正の相関

が認められ，音楽教育期間が長い者ほど，習い事

の数が多い傾向が示された。 

音楽教育経験の有無による性格特性と自尊心，裕

福さの違い

音楽教育経験の有無による違いを検討するた

め，性格特性（外向性，協調性，勤勉性，神経症

傾向，開放性），自尊心，および裕福さについて

対応のない t 検定を行った（Table	3	 ;	Figure	1）。
その結果，いずれの変数においても，音楽教育経

験の有無による有意な差は認められなかった。一

方で，効果量（Cohen’s	d）に着目すると，開放

性（d = − 0.30）および家庭の裕福さ（d = − 0.45）
については，小から中程度の効果量があり，開放

性と家庭の裕福さにおいて，音楽教育経験あり群

の方が音楽教育経験なし群よりも高い傾向がみら

れた。 

Table	2　性格特性・自尊心・裕福さ・音楽教育を受けた期間（月）・習い事の数の相関

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1. 外向性 —

2. 協調性 .06 —

3. 勤勉性 .14 .24*
—

4. 神経症傾向 -.06 -.22 -.37***
—

5. 開放性 -.01 .09 .15 -.09 —

6. 自尊心 .18 .25* .35** -.48*** .30**
—

7. 裕福さ .33** .09 .06 -.16 -.01 .09 —

8. 期間（月） -.05 .15 .09 -.09 .14 .04 .14 —

9. 音楽以外の習い事数 .12 -.01 .15 -.13 -.10 .04 .12 .40***
—

*p < .05，**p < .01，***p < .001

Table	3　音楽教育経験の有無による性格特性と自尊心および裕福さの違い（ t 検定）

変数
経験なし

M （SD）

経験あり

M （SD）
t df p Cohen’s	d

外向性 4.060（1.648） 4.010	（1.440） 0.137 75 0.891 0.033
協調性 5.300	（0.913） 5.192	（1.318） 0.368 75 0.714 0.090
勤勉性 3.620	（1.364） 3.856	（1.554） 0.648 75 0.519 -0.158
神経症傾向 4.220	（1.595） 4.010	（1.667） 0.526 75 0.601 0.128
開放性 3.920	（1.344） 4.346	（1.450） 1.236 75 0.220 -0.301
自尊心 2.616	（0.647） 2.656	（0.570） 0.274 75 0.785 -0.067
裕福さ 6.960	（1.513） 7.865	（2.214） 1.845 75 0.069 -0.449



青山心理学研究　第25号

8

Figure	1　音楽教育経験の有無による心理特性・自尊心の平均値

注：エラーバーは 95％信頼区間を示す。
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音楽教育経験の形態による性格特性と自尊心，裕

福さの違い

音楽教育経験の形態が性格特性と自尊心，家庭

の裕福さに与える効果を検討するため，音楽教育

経験の形態（なし，個人レッスン，集団レッスン，

併用）を要因とした 1 要因参加者間分散分析を

行った。分析の結果，音楽教育経験の形態による

性格特性と自尊心，裕福さにおいて，有意な差は

確認されなかった（Table	4;	Figure	2）。

協調性において，有意ではないものの，p	=	.06
かつ効果量 η²=0.095 であったため，Tukey法によ

る多重比較を行った。その結果，「経験なし」と「集

団レッスン」間（p	=	.073），および「個人レッス

ン」と「集団レッスン」間（p	=	.052）において，

有意水準には達しなかったものの，集団レッスン

群が低い傾向が認められた。他の組み合わせにつ

いては，有意な差は認められなかった。

音楽教育経験と家庭の裕福さ，習い事の数が性格

特性と自尊心に与える影響

まず，音楽教育経験の有無を独立変数とし，外

向性，協調性，勤勉性，神経症傾向，開放性，自

尊心をそれぞれ従属変数とした単回帰分析を行っ

Table	4　レッスン形態別の記述統計量および分散分析の結果

変数 経験なし M （SD） 個人 M （SD） 集団 M （SD） 併用 M （SD） F p η² 95%	CI

外向性 4.06	（1.65） 4.08	（1.47） 4.50	（1.61） 3.74	（1.35） 0.473 .702 .019 [.000,	.082]

協調性 5.30	（0.91） 5.37	（1.45） 4.07	（1.24） 5.37	（0.97） 2.561 .061 .095 [.000,	.217]

勤勉性 3.62	（1.36） 4.19	（1.44） 3.71	（2.04） 3.45	（1.50） 1.083 .362 .043 [.000,	.135]

神経症傾向 4.22	（1.59） 3.75	（1.72） 3.79	（2.14） 4.45	（1.39） 0.802 .497 .032 [.000,	.113]

開放性 3.92	（1.34） 4.12	（1.25） 4.23	（1.98） 4.68	（1.51） 0.416 .742 .017 [.000,	.076]

自尊心 2.62	（0.65） 2.74	（0.53） 2.64	（0.65） 2.55	（0.61） 0.533 .661 .021 [.000,	.089]

裕福さ 6.96	（1.51） 7.58	（2.32） 7.71	（0.95） 8.32	（2.40） 1.630 .190 .063 [.000,	.169]
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Figure 3  

レッスン形態別にみた性格特性，⾃尊⼼，裕福さの平均値 

 

注：エラーバーは95%信頼区間を⽰す 

 

Figure	2　レッスン形態別にみた性格特性，自尊心，裕福さの平均値

注：エラーバーは 95% 信頼区間を示す。

た（Table	5）。その結果，いずれの従属変数にお

いても，音楽教育経験の有無は有意な予測因とは

ならなかった（ps >.20）。また，標準化係数の絶

対値はいずれも小さく，音楽教育経験の有無によ

る効果は限定的であることが示された。
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その結果，外向性においてのみ家庭の裕福さが有

意な正の予測因となった（β	=	.350，p	=	.002）。
 

Table	5　音楽教育経験の有無を独立変数とした単回帰分析の結果

従属変数 B SE B β t p
95%	Cl

下限 上限

外向性 -0.050 0.367 -0.016 -0.137 .891 -0.782 0.681

協調性 -0.108 0.293 -0.042 -0.368 .714 -0.691 0.476

勤勉性 0.236 0.364 0.075 0.648 .519 -0.489 0.961

神経症傾向 -0.210 0.400 -0.061 -0.526 .601 -1.008 0.587

開放性 0.426 0.345 0.141 1.236 .220 -0.261 1.113

自尊心 0.040 0.145 0.032 0.274 .785 -0.249 0.329

次に，音楽教育経験の有無と音楽以外の習い事

数，家庭の裕福さを独立変数とし，外向性，協調

性，勤勉性，神経症傾向，開放性，自尊心をそれ

ぞれ従属変数とした重回帰分析を行った（Table	6）。

Table	6　音楽教育経験の有無，習い事数，家庭の裕福さを独立変数とした重回帰分析の結果

従属変数 独立変数 B SE B β t p
95%CI

VIF
下限 上限

外向性

音楽教育の有無 -0.413 0.367 -0.130 -1.127 0.263 -1.144 0.317 1.126

音楽以外の習い事数 0.138 0.104 0.149 1.321 0.190 -0.070 0.345 1.082

裕福さ 0.256 0.081 0.350 3.153 0.002 0.094 0.418 1.046

協調性

音楽教育の有無 -0.171 0.313 -0.067 -0.545 0.587 -0.795 0.453 1.126

音楽以外の習い事数 0.006 0.089 0.009 0.073 0.942 -0.171 0.184 1.082

裕福さ 0.063 0.069 0.107 0.903 0.370 -0.076 0.201 1.046

勤勉性

音楽教育の有無 0.090 0.388 0.028 0.231 0.818 -0.683 0.862 1.126

音楽以外の習い事数 0.124 0.110 0.135 1.122 0.266 -0.096 0.343 1.082

裕福さ 0.032 0.086 0.044 0.370 0.712 -0.140 0.203 1.046

神経症傾向

音楽教育の有無 0.013 0.423 0.004 0.030 0.976 -0.830 0.855 1.126

音楽以外の習い事数 -0.121 0.120 -0.120 -1.009 0.316 -0.361 0.118 1.082

裕福さ -0.119 0.094 -0.149 -1.270 0.208 -0.306 0.068 1.046

開放性

音楽教育の有無 0.622 0.363 0.206 1.714 0.091 -0.101 1.346 1.126

音楽以外の習い事数 -0.178 0.103 -0.204 -1.728 0.088 -0.384 0.027 1.082

裕福さ -0.030 0.081 -0.043 -0.370 0.713 -0.190 0.131 1.046

自尊心

音楽教育の有無 0.008 0.155 0.007 0.053 0.958 -0.301 0.318 1.126

音楽以外の習い事数 0.009 0.044 0.025 0.209 0.835 -0.079 0.097 1.082

裕福さ 0.025 0.034 0.087 0.731 0.467 -0.043 0.094 1.046
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さらに，音楽教育経験者（n = 52）において，

音楽教育経験期間（月），音楽以外の習い事数，

および家庭の裕福さを独立変数とした重回帰分析

を行った（Table	7）。その結果，外向性においては，

家庭の裕福さが有意な正の予測因であった（β = 

0.299，p	=.034）。また，協調性においては，音楽

教育経験期間が有意な正の予測因であった（β = 
0.304，p	=	.030）。それ以外の心理特性および自

尊心得点については，有意な予測因は認められな

かった。

Table	7　音楽教育経験者における重回帰分析の結果

従属変数 独立変数 B SE B β t p
95%CI

VIF
下限 上限

外向性

音楽教育を受けた期間（月） -0.002 0.004 -0.069 -0.505 0.616 -0.010 0.006 1.003

音楽以外の習い事数 0.105 0.118 0.122 0.892 0.377 -0.132 0.343 1.007

裕福さ 0.195 0.089 0.299 2.183 0.034 0.015 0.374 1.007

協調性

音楽教育を受けた期間（月） 0.008 0.004 0.304 2.237 0.030 0.001 0.015 1.003

音楽以外の習い事数 -0.028 0.108 -0.035 -0.256 0.799 -0.244 0.189 1.007

裕福さ 0.094 0.081 0.159 1.164 0.250 -0.069 0.257 1.007

勤勉性

音楽教育を受けた期間（月） 0.002 0.004 0.048 0.338 0.737 -0.008 0.011 1.003

音楽以外の習い事数 0.128 0.133 0.138 0.963 0.340 -0.139 0.396 1.007

裕福さ -0.036 0.100 -0.051 -0.355 0.724 -0.237 0.166 1.007

神経症傾向

音楽教育を受けた期間（月） -0.003 0.005 -0.078 -0.545 0.588 -0.012 0.007 1.003

音楽以外の習い事数 -0.020 0.144 -0.020 -0.139 0.890 -0.309 0.269 1.007

裕福さ -0.051 0.108 -0.068 -0.470 0.640 -0.269 0.167 1.007

開放性

音楽教育を受けた期間（月） 0.002 0.004 0.063 0.444 0.659 -0.007 0.010 1.003

音楽以外の習い事数 -0.148 0.124 -0.170 -1.196 0.238 -0.397 0.101 1.007

裕福さ 0.011 0.093 0.017 0.116 0.908 -0.177 0.198 1.007

自尊心

音楽教育を受けた期間（月） 0.000 0.002 0.042 0.292 0.772 -0.003 0.004 1.003

音楽以外の習い事数 -0.025 0.049 -0.074 -0.516 0.608 -0.124 0.073 1.007

裕福さ 0.027 0.037 0.103 0.718 0.477 -0.048 0.101 1.007

注：分析対象は音楽教育経験者のみ。

考察

本研究の目的は，日本の大学生を対象として，音

楽教育経験の有無およびレッスン形態（個人・集団・

併用）が，性格特性（Big	Five）および自尊心に与え

る影響を検討することであった。これまでの先行研

究では，音楽教育経験が心理的ウェルビーイングや

自尊心，社会的スキル，学業的側面と関連すること

が主に海外の研究を中心に報告されてきた（Rickard	
et	al.,	2012;	Sun,	2022;	Kirschner	&	Tomasello,	2010）。

また，音楽家と非音楽家を比較した研究からは，音

楽への継続的関与が開放性と関連する可能性も示唆

されている（Gjermunds	et	al.,	2020）。
本研究では，音楽教育経験の有無およびレッス

ン形態が，大学生の性格特性（Big	Five）および

自尊心とどのように関連しているのかを検討した

が，その結果，いずれの性格特性および自尊心に

おいても，音楽教育経験の有無や形態による明確

な有意差は確認されなかった。一方で，有意では
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なかったが，音楽教育経験のある者の方が，ない

者よりも開放性や家庭の裕福さが高く、その効果

量は小～中程度であった。さらに重回帰分析にお

いては，家庭の裕福さが外向性を有意に予測し，

音楽教育経験者に限定した分析では，音楽教育期

間が協調性を正に予測することが示された。これ

らの結果は，音楽教育経験が青年期の心理的特性

にまったく無関係であることを示すものではな

く，むしろ音楽教育の効果が一様ではなく，教育

の量や質，文化的文脈，および学習環境の在り方

といった要因によって左右される可能性を示唆し

ている。以下では，先行研究との比較を踏まえつ

つ，本研究で有意差が限定的であった理由につい

て，音楽教育経験の多様性，文化的背景の違い，

および経験の質的側面という観点から順に考察す

る。

自尊心・性格特性と音楽教育の関連について

本研究において注目すべき点は，音楽教育経験

の有無やレッスン形態による単純な群間差は認め

られなかった一方で，外向性に対しては家庭の裕

福さが，協調性に対しては音楽教育経験期間が有

意な予測因となった点である。これらの結果は，

音楽教育がすべての心理特性に影響を及ぼすので

はなく，特定の心理特性に対して，経験の量や社

会経済的背景と結びつきながら関連する可能性を

示唆している。

外向性については，家庭の裕福さが有意な正の

予測因となっており，社会経済的に恵まれた環境

にある学習者ほど，他者との交流機会や課外活動

への参加機会が多く，対人場面における行動的・

情動的な活性化が促されやすい可能性が考えられ

る。音楽教育経験そのものよりも，それを取り巻

く生活環境や経験の広がりが，外向性の形成・維

持と関連しているであろう点は，音楽教育の効果

を個人内要因だけでなく，環境要因との相互作用

として捉える必要性を示している。

協調性においては，音楽教育経験者に限定した

分析において音楽教育経験期間が有意な正の予測

因となった。協調性は，合奏や合唱，アンサンブ

ル練習といった協働的活動を長期にわたって継続

する経験が，他者への配慮や協力的態度の発達と

結びついた可能性が考えられる。この結果は，音

楽教育の心理的影響が「経験したか否か」ではな

く，どれだけ長く継続して関与したかという量的

側面に依存する可能性を示す点で重要である。

一方で，性格特性および自尊心の多くにおいて

有意な関連が認められなかった理由として，先行

研究との研究条件の違いが考えられる。先行研究

の多くは体系的かつ長期的な音楽教育プログラム

を対象としており，教育の質と量が一定に保たれ

た状況で効果を検証している。例えば，オースト

ラリアの小学生を対象に行われた研究では，学校

における音楽授業時間を週 1回から週 2回に増加

させる介入を実施し，介入群の児童において社会

的有能感および自尊心が有意に向上したことを報

告している（Rickard	et	al.	2012）。この結果は，学校

教育における音楽活動が児童の社会情緒的発達を

支える可能性を示すものである。一方，本研究で

は，音楽教室や部活動など多様な形式の音楽教育

経験を対象としており，それぞれの経験において，

学習の目的，指導方法，練習量，および学習環境

が大きく異なっていた可能性がある。このように

経験の質や条件が一様でない場合，心理的影響の

方向性や大きさが個人によって異なり，結果とし

て群間差や主効果として検出されにくくなった可

能性が考えられる。

加えて，本研究では，協調性と開放性において，

統計的に有意な差には至らなかったものの，小さ

いながらも一定の効果量が認められた。この点は，

音楽教育経験とこれらの性格特性との関連が完全

に否定されたわけではなく，効果の存在が示唆さ

れる水準にとどまっていると解釈することができ

る。特に，本研究のサンプルサイズは比較的小規

模であったため，効果量が小さい場合には統計的

検出力が十分でなく，有意差として検出されな

かった可能性がある。したがって，今回得られた

結果は，「効果が存在しない」ことを示すものと

いうよりも，効果が小さい，あるいは条件依存的

である可能性を示唆する結果と位置づけるのが妥

当である。

実際に，音楽教育の心理的効果は，訓練の強度

や内容，継続期間に大きく左右されることが報告

されており（Sala	&	Gobet,	2020），介入期間や対
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象年齢の違いによって，効果の大きさや一貫性が

変動することも指摘されている（Jaschke	et	al.,	
2018）。これらの知見を踏まえると，本研究にお

いて開放性や勤勉性で明確な有意差が確認されな

かったことは，音楽教育の効果が一律に表れるも

のではなく，経験の質や量，および個人の発達段

階との相互作用によって初めて顕在化する可能性

を示す結果であると考えられる。

また，文化的文脈の違いも影響した可能性があ

る。欧米の音楽教育研究では，音楽教育が文化的

多様性の理解や自己表現を促す社会的実践として

重視されており（Cain	et	al.,	2013），音楽活動が

個人のアイデンティティ形成や価値観の共有を支

える教育的手段として位置づけられている

（Rehfeldt	et	al.,	2021）。一方，日本では，音楽教

育が主に情操教育の一環として展開され，感性や

情緒の育成を重視する文化的背景がある。学校音

楽教育は「感情や思考の自己表現を可能にする表

出的機能」と「合唱や合奏を通じて共感や連帯感

を喚起する連帯的機能」を有し，音楽が情緒的・

社会的側面の発達を支える教育的意義をもつとさ

れている（藤田，2015）。また，幼児による即興

演奏が感情の伝達手段として機能することが明ら

かになり，日本の音楽教育が感性や情緒の育成を

目的とする文化的基盤をもつことも示されている

（山崎，2006）。

このように，音楽教育の社会的役割や価値づけ

は文化圏によって異なっており，欧米のように自

己表現や個人の成長が重視される文化と比較する

と，日本では他者との調和や情緒的発達が中心的

価値として捉えられている。そのため，音楽教育

を通じた達成や表現が自己評価に直結しにくい文

化的背景が，本研究で自尊心に有意な差が見られ

なかった一因である可能性がある。

同様に，性格特性についても，文化的文脈の影

響を受ける可能性が考えられる。Big	Five	に代表

される性格特性は比較的安定した個人差とされる

一方で，その表出のされ方や社会的に望ましいと

される特性の強調度は，文化によって異なること

が指摘されている。例えば，欧米文化では開放性

や外向性といった自己表現的・個人志向的特性が

肯定的に評価されやすいのに対し，日本を含む東

アジア文化圏では，協調性や謙虚さといった対人

調和的特性が重視される傾向がある（Heine	et	al.,	
1999）。そのため，日本の音楽教育において育ま

れる可能性のある心理的変化が，Big	Five	の差と

して明確に表れにくかった可能性がある。

さらに，東アジア文化圏では，自己高揚的な自

己観を抑制し，謙虚さや集団調和を重視する傾向

が報告されており（Heine	et	al.,	1999），同じ行動

や成果を通じた成功経験であっても，それを自己

価値の高さとして表現しにくい文化的傾向が存在

する。そのため，自尊心に関する欧米の研究で報

告されているような音楽教育のポジティブな効果

が，日本の大学生においては顕著に表れにくかっ

た可能性がある。

最後に，本研究では音楽教育における指導者の

関わり方（支援スタイル）や成功体験など，経験

の質的要因を十分には考慮していない。先行研究

では，学習環境における自律性支援が学習者の動

機づけや心理的適応を促進することが示されてお

り（Deci	&	Ryan,	2000;	Reeve	&	Jang,	2006），音楽

教育においても指導者の関わり方が学習者の自尊

心や自己効力感に影響を与える可能性がある。そ

のため，音楽教育の「有無」だけでなく，「どの

ような支援を受けたか」という質的要因を分析に

加えることで，より精緻な検討が可能になると考

えられる。

限界点と今後の展望

本研究にはいくつかの限界がある。第一に，音

楽教育経験の定義を広く設定したことにより，経

験内容や学習条件に大きなばらつきが含まれてい

た点が挙げられる。本研究では，音楽教室や部活

動など，多様な形態の音楽教育経験を一括して

扱ったため，訓練の強度や継続期間，学習条件が

大きく異なっていた可能性がある。

第二に，調査対象が単一大学の学生に限られて

おり，サンプルサイズも十分に大きいとは言えな

かった。経済的背景や教育環境が比較的均質で

あった可能性があり，結果の一般化には注意が必

要である。

第三に，音楽教育以外の要因を十分に統制でき

ていない可能性がある。大学生は，アルバイト，
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サークル，ボランティアなど，複数の社会的コミュ

ニティに所属しており，こうした多様な経験が性

格特性や自尊心に影響を与えている可能性があ

る。また，他の習い事経験も含め，非音楽的活動

を通じて得られる成功体験や対人関係の影響が，

音楽教育の効果を相対的に弱めた可能性がある。

一方で本研究では，自尊心や性格特性に影響を与

えることが指摘されている家庭の経済的豊かさ

や，習い事の数といった要因を測定し，分析にお

いて考慮した。これにより，社会経済的背景や課

外活動経験の影響を一定程度統制したうえで，音

楽教育経験との関連を検討した点には意義がある

と考えられる。
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日本語要旨

本研究は，音楽教育経験の有無およびレッスン

形態（個人・集団・併用）が，大学生の性格特性

（Big	Five）と自尊心に及ぼす影響を検討した。先

行研究では，音楽教育が自尊心や社会的行動，心

理的ウェルビーイング等と関連する可能性が示さ

れている。しかし，青年期以降を対象とした実証

研究は限られ，レッスンの形態に着目した検討も

十分ではない。レッスン形態によって，学習者が

受け取る経験の内容や質は異なると考えられる。

特に，マンツーマンで行われる個人レッスンと，

複数人で行われる集団レッスンでは，指導者との

関わり方や学習環境が異なる。こうした経験の違

いを検討することが，本研究の意義である。そこ

で，青山学院大学の学生を対象に調査を実施し，

性格特性（Big	Five），自尊心，家庭の裕福さを測

定した。音楽教育経験は「2 年以上，学校の授業

以外で継続的に楽器または合唱のレッスンを受け

た経験」と定義し，経験者はレッスン形態を個人・

集団・併用に分類した。分析の結果，音楽教育経

験の有無およびレッスン形態による性格特性およ

び自尊心の差はいずれも有意ではなかった。しか

し，経験あり群はなし群に比べて，開放性および

家庭の裕福さが高く、小〜中程度の効果量が認め

られた。また，形態別の比較では，協調性におい

て中程度の効果量が示され，集団レッスン群の方

が低い傾向がみられた。さらに，家庭の裕福さは

外向性を有意に予測し，音楽教育経験者において

は経験期間が協調性を正に予測した。以上より，

性格特性および自尊心は，音楽教育経験の有無や

形態のみではなく，社会経済的背景や経験の量的

側面と関連する可能性が示唆された。
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